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75森の茶室
和歌山の緑深い山に育くまれる紀州材は、美しい木肌と強度・耐
久性を併せ持ち、くるいの少ない材料として高く評価されています。
その紀州材(スギ)でブロックを作り、組立・解体・移動が可能な茶
室をデザインしました。それが「森の茶室」です。
木の香りの中で静かにお茶をいただけば、ブロックとブロックの間
の開口から入る光に森の木漏れ日をイメージすることでしょう。
また、この開口に展示台やフックを取り付けることで展示ブースと
して利用するなど、多様な展開が可能です。



　

※「森の茶室」は、和歌山県の紀の国森づくり基金活用事業・補助金を  
　活用した事業です。
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和歌山木材協同組合
〒641-0036 和歌山市西浜1660番地378

TEL：073-445-5574

FAX：073-445-5599

http://www.wakayama-mokuzai.or.jp/

maiI: wamokkyou@nifty.com

デザイン・広谷純弘 ＋ 東京理科大学ブロックシステム研究会
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森の茶室


